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項目 ４ ３ ２ １ 

A
b

stract 

目的，手法，結果，考

察を適切に要約し，研

究の全体像が一目で

把握できるように示

されている。 

目的，手法，結果， 

考察を概ね適切に 

要約し，研究の全 

体像が把握できるよ

うに示されている。 

目的，手法，結果， 

考察をある程度要 

約し，研究の全体像

がおよそ把握できる

ように示されている。 

目的，手法，結果，考

察の要約が不十分で

あり，研究の全体像を

把握することが困難

である。 

研
究
目
的
・R

Q
 

研究目的と関連づけ

て国内外の先行研究

の概説が多角的に行

われ，仮説が適切に構

成されている。 

研究目的と関連づけ

て国内外の先行研究

の概説が行われ，仮説

が概ね適切に構成さ

れている。 

研究目的と関連づけ

て国内の先行研究の

概説が行われ，仮説が

ある程度適切に構成

されている。 

研究目的と関連づけ

た国内の先行研究の

概説が不十分であり， 

仮説の構成や提示が

曖昧である。 

研
究
手
法 

結果に影響を与える

と考えられるすべて

の情報が具体的に記

述されている。 

結果に影響を与える

と考えられる情報が

概ね記述されている。 

結果に影響を与える

と考えられる情報が

ある程度記述されて

いる。 

結果に影響を与える

と考えられる情報が

ほとんど記述されて

いない。 

結
果
・
考
察 

仮説の検証に必要な

実験回数もデータ量

も適切である。 

仮説の検証に必要な

実験回数もデータ量

も概ね適切である。 

仮説の検証に必要な

実験回数もデータ量

もある程度適切であ

る。 

仮説の検証に必要な

実験回数もデータ量

も不十分である。 

結
論
・
展
望 

研究目的がどこまで

達成され，仮説がどこ

まで検証されたかを，

結果に基づいて議論

している。 

研究目的がどこまで

達成され，仮説がどこ

まで検証されたかを，

概ね結果に基づいて

議論している。 

研究目的がどこまで

達成され，仮説がどこ

まで検証されたかを，

ある程度結果に基づ

いて議論している。 

研究結果がどこまで

到達され，仮説がどこ

まで検証されたのか

についての議論が不

足している。 


